
原 点 が 不 明碇 で､あ った り して ､親戚 把 握 亡 え も十分 に出泉 ず ､卑翰 l=値 する

もの l?葛 わ あが っ た晋 を ､大寒 橘 亀 <怒っ ている ｡

群馬県富岡市の地形と土地利用

昌 EE) 寿 子

この寒 害 は ､諏 奄地 と して群 馬 常雷同 市 を選 び ､この 地 王家を地 形 tt:土地利

用の点から考察 し ､空の 上 で鯉 城 の 性格 を把握 するこ とを 策略 官句 と Lたせ

ので量 る ｡ ｢土地 利 岡 ｣ の 考 寮 lZあ rJつ て Ef､謝魯 蛭 が 奉養嘱 群 馬の 車 で 聖

楕 L二審 蚕伊 藤人Ta地 で香 る の で ､_帝 暫 (す巻 蚤 )を中 Lltと LE壌 常 土地利 鞘

の考 察 1ニー藍虚 言も し＼た o

富 岡 軒 宙群 馬束 の 北西部 ､床 束 か ら 産額 艶 唯 で,/クCK冴 余 り のと ころ に 吐

牽 L てい る .毒野 乗 と帝鳥 栄 えむす,Et嚢 要 怒適 鷹､の -つ .中 仙藍 の賓 街 竜 顔

tニあ り ､青 <Erここを選 っ て充.入す る 文 明の恩 恵 をうけ てい tT-h土 地 であ る｡

騎乗山 地 の北 棟 都 'こあ り ､地 形 l霊廟 出 の河岸 碩 血 生中一亡 とLて ､丘 陵 地仇

ら山地 を舎む が ､前 のや ,.ビ部 組 河岸 現 生上 tZあ る oこの ため土池 の 腹 蔵 打

一昭 lヱ宙 煤と rJつ てい る 一 帯 の 産黄昏 東宝み ると ､厳 寒 八 ロが f0 % をこえ

壌者 が中 心 とたっ て い るが ､覇 虹 lま金属樺､械卜瑛 67)隻_蔓を行う 工易 の 進出も目

立ち ＼終 末 外 らあ る観 衆 薯 k=相 え ＼エ寒 の 仰 t高 く伝- 乙き てい る ｡

地形 FJ楕 L,A/iL氏 姓威 gj地 fV,今 頃 宜行 つ 7:-が ､段丘 画 措上 ､牢 ､下也 の三顧

l二分万 ら射 た o 二の命､環 ET,結 界的 (=tg今生 この 地歴 に つし1て行 Jl)廿で色土 盤
外壊覇 堅 く地 形分､潰 )毎 どの研 究 成 果 と褒 ると ころ 琶 短カ＼つ Teっ この 頃iT画

の うち ､上也 ､中 性 蘭(=Eg野乗 ロ ーム が 被 覆 し こいる O ローム 担板 勢力＼つ 色

ノヾ 芸ス 宣下 恨 IZ立つ 上 部 ロ - ム ヒ ､学の 下 LZ.仁王中部ロ _ ムヒ 忍せつ甘lる ¥の Y

額め われ r?upod -ノゼ ∠租 ,m 機 丘 蘭 であ る下 政 商 f=宙毅 地 形が 認め ら収 ､LEI

自麿 堤防 kJ,抄 礁鹿 筒どの 噴対 称 こ萄 <､虜 層tJtt･亜 牡商 店都 外 ヒ ､慣 珂 蜜 ､旧

得 背竃 地 の部 分が 区別 で きた b これあの わ ずか 毎線形 の逢 し噛 ､土地 糾 間に

友媒 され ､相 対的 /̂2 患 い 都 外 笹 水田 は 糾弼 されて Llる ことが 多 Llo

土舷利 鞘77＼らみ てせ .素 案 土 地 利鞘琳 土 放射 間の 曽虹 旦 占め る ｡ 解 放 の うち

では水 田 暮 2タ% とか 菟 LJ少＼怒 < ､適地 利 鞘 ､鮪 に その 中 で索 敵 利 田の軌各

〔終耕 地 の 3 7% )が 宙 LLのが 萄 敏 で奉 る.轟 の 観癒 え基硬 にお し､rz轟 蚤 葉

は この地硬 の塵 常 の 中Itl1位 亀っ てお り ､壕象 軽 蒼 上 で終 常7J=豪雪 短放置 を転

封)そし＼る O

この 地 顔 の番 養 莱 首 推 断 二電 し＼低 能 を椅ち ､才 でLで江 P 時 代 中東 より寒業
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,/C)車 ,亡 に怒 っ てい る ｡昭和 E/]縄 が■芝の蔵 藤 軸 であ り ､そ の 蹄 の艶 壊 rL綜 ､､t:て

せ童ば､恵 いが ､今 日 で ゼ′依 然 と して 考案 の 車 綾 と Lて ､蔑ん で 重 患 G砧和 s

8 , 官女 等 の 養蚤 大不 況 1-Zお い て史 ､あ透り影 響 至芸うけ ず ､桑 園 牽嶺 結 尾 ヒ

んど減 少 し てい 短 い という の が鱒二紋で ､亨乳杜 も 亀お ∴･ 健地 政 控虹 して 天 産

模 欝寒 蚤 ザ傾 覇 ご択 てい る ｡

番 数 寮 射 衣感 巌 審 Gr)中 だで あ るか ､巌常 置 以前 tZ比べ 多海佐 してい る .絡塵

養親 が 普 及 L ､夜 来や 乾 希釈 痔 ､顧客 薗去 竃ビ 官審入 さ れ Z:い る ¢ これ らE3･

藤巻 不況 が 架額 と 伝 っ て入 っ て き セ t の で 重 り ､番 黍か ら C)収入 の減 少 乞樹

う性格 互立っ てLt.母 や思 せ んとfすべ てが ･東 栄 の 市 場 を軒 家 と Lてお り､琴

マ定額 Lてい る . しか し現 在 の ところ 葛 ､ ニ昭 bc7)部 将 畠 ､赦 寮 和 ら 生 象 鮭

の底 中っ た 畑 の 常勤 的利 鞘 とい う碩 噂に 奉 る ｡ 労 働 面 は お Llて奉養 と の 晩 冬

小 岩 こる頻 令 t.乞七 ､ 億と ん どボ 拳 蚤 の優 位-短 絡 っ て いる p

ニ6r)よ う l二 ､全 萄 離日ご見竜 しい 覇道 の架 軒 となつ 17iZ藤巻 大不 況 以磯も .魯

蚤 叩 おY ろ え てい 伝い のほ 宙 次 の よ う T3虐 由が 考 え られ た Q

O ち 吋 カ＼わ 寒 蚤業 の 乾遭 奴 珠 と して 各昆 し ･L 小 官 ＼審 姦 賓.皮江 戸 卑覇 以

降 ､軌 ご壕鴬 の中 心を 占 吟 てt綾 とい うr凄い鮭 ､伝 統也 が ､不況 に循 し

て宜 ､希 t,ヱ対す る軌嶺 と 伝って あら の 帆 ､各 局 に他 の部 門 へ(7)転 頃 の動

きを 生 慧 短′トつ T=こと. 〟

⑦ 怯 乾 一和寒 蚤 私選 地 帯と して ､頼 略 が 董 んで右 上 八尋 の要 す る尊 敬寒 の

得 度 l二村サ 呑 労 力 面布 わ の判 的 fz登 ､墳 力寒 泰 の凍 璃 (腺 儀 式 準1飼萄

発 乗 車 敬 ど )の 車 載 で ､い ち札 や く軍 拡 で き た こ と ,

㊥ 幣 勧監置 蛙も 高 め ､広 軌 二曳え ら 此 た萄 軒 駁皇宮つ 療 養 持 ､他 の部 門と

の晩 冬 にお いて ､親 任_ま で 百 億位 E二五 っ こと や 出束 モ こと な ど p

地 嫁 の色 感t 人 文 の汲沢 動脈 12よ って ､この 絶域 L=好 淡 のよう な鮭 賂 坪み

1乙汐)Fつれ鞄 Q

O 土姐 の乏 水 軽い性格

④ 番 蚤 申 疋 の寒鴬 去 絶籍 してゆ こうk:す る 漉賂

③ 壌 束 の 外 線 と して ､主歓 的簡 鴬寛 が れ -iD頼る地噂 で ､戦 乱 ､a'常束 の敵 軍

壌封 的 性⇒各も あら われ て き て い る ｡

さ か Zこれ toの性 楓 の 恩iJUZ ､蚤 野 とJ)通 老 僕日系が 生 む ､特級 駅 76地

輿 の曝格 乞み と め る こと 押 出東 軍 -
-～--～-･･-一･-･･･--～-心 0-･-･- - ･･巾 0 0 0 0- ----･-･--O O･--仰山-･--

敗療畦 の把 握 ヒい う こと を 冒塙 L敬老の で磨 るが ､吸 水 命碑 か ら う+J＼む1上

っ た ､麗 感 性 去一十 年帽経 に塔 み えを朴 どう勺＼､浸 亀虫 せ き引責が 患 い ｡マち ろ
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ん これ が 定 食砥 ゼ の 経 ビヒ 措 思 っ てLl窺 い の で ､里 し令 牽 者 F= ニ0,Jl)放惑 え所

定 する梗 貧 乏 せ.つ ち ら . 駿 C)地 顔 の 比 戟 9㌧とか ら ､地 域 性 t Llう tの 宜萄 者

しな も して み Tiい ＼と.尽 う p

榛名火山東南麓の地形と土地利用

額 他 電 子

褐変地 歌 の 地 形 甘 主 と し て ､軒 凹 泥 の 火山 名勤 によ っ て 形 軽 さ 爪 た榛 名 失

LLlの東 南 部 a)火山 殊斜 面 で あ る .し小 し この 大山 体､鍔 軌 芸難 攻 晴 朗 の 与が い

小 ら鮮｢､旧 二つ の 地形 把 域 に 区 分 LTレILる .,昌､JJの 地 域 dj主 要 壮 形 動 ノ畑日鋼 k,

LLl体 犀能 谷 里 専科 句 _析 勤 ＼入山休 績対 敵 とT3つ て Ltる こと +j＼らt 爪 わ＼る種 に

新郎 穴 山 解 に止 し膚 親 火 山 楓 の軽 (<聾 が 大 きし＼こと ､風塵 穴山体､l=rd勘束 ロ

ーム 驚 中 d)上郡 u 一一ム感 (車 叫 ロ ー ム Iニ対 比 ) ､中部 ロ ー ム簡 (武 晩野 口 -

∠､1二対比 )が 度 強 して い る の仁 河 し ､納 期 火山 体 (-J.立上 報 ロ- ム 零 し机G,jつ

て十 な い こと 毎 ど .芝耽 わ の 勘所程 隻 U)監繋 .tJ(山 欠 闇 の硬 殴 鞄 像 L=1喝ち か

だ ニ聴 感 G,)火 山 東 面形 成 の碑鯛 の キfl藍 を確 謎 ご 吐 ､虻 形 ri 介 to板澱 と ,なっ て

い る 一望 IJILで li,Lの 火山 常軌 lヨ画 火山 鋭 痛斜 面 lこお い て そcr)首 兜 と軒 して い る
が∴ 宅配 わ の磯 或 軌 範 Ei好日べ は巽 監 る 侵 して 掌 目 すれ 色 麻 も 火 山犀 漁 の 混 乱

双ひ'浄石 丸 啓 の 大 山 ･ki燈積 物 で､掛 ) ､巌 薗皇薄 くロ - ム 層 が 被 覆しているのである.

ニ叱りJf)犬 山 線 斜 面 の他 != ､より 1 泡 鞠 亡店 台地 壮 形 壁蛾 と ､ 以 上3 つの

土■黒祝 色感 C_'lJ曳 こrJつ て い る ､貫け l､白叫 ∴韓野 叫尋 の懸 絶 .

.塑 形 ､虻 汲 押､毎 k 守 る 一 二カ11号の 地 形 結氷 破産痕 勃 よ リ 723る oa舷 亀 tg

琶要 地 形 壮 i夢の 主 蔓 -td画 で あ るが ､真 髄 が 火山性 腫 観軌と 巻 わ i･Lる輯 楓 恐琶

壁 で 5,為 .衷 電動 二秒 翼 の永戒媛 璃 物 皇 C7)比 そし､る d ヌ叔 島 地 海 生 その 中 †二

分衛 士 吐 . そJ)約 み ぞ .13 上 舞 ロ ー ム 藍 の 二次 膿 嶺 物 が 生 ヒ して施穣 し ている p

伍 姓 姓 形 地 域 で紫 色 あ る 地 形 は ､白 日 の 下 風執 1ヱある挽 絶 境 軌 範 妖 艶 敏 とヰ

野 叫 の慢 蝕 谷 朱色 であ る U も 日 の上流 鞄 屋 リく小 鉢飼 衝 ､乙 武 威 と Uj比 高が /a

/yf以 上 文 の 偉 観谷 芝刻,/i,で い る (/HO珂 LT兇 額 て､庵 む しろ 珂乾 動 の 苛 が 閣 劉

封 )且萄 く短 っ て い る 心ス 卑野)中産か っ て の 白 糸 d)簸 蔵 物 とあ ら Tziご下刻 し

そタ- ∫讃野の 倭 蝕谷 蟹 を形 成 して い る p

土 敗 利利 払も j､そ /̀クO -みt 小 ら 占∫ク.jW a でl〃 山 強 敵 痘 絹地 dfO･Peから

/Lk♂6 -/W 量 で.の 山頂 邸 出森 キ佃 1ヾ紫 檀 して い る . 耕 地 と しての i 姓 瑚 拝巨益適

地 ､桑 魁 が ぬ /}∫ 鯵 を古 め ､主 と して新∴ lE犬 山臥騒 斜/軌 に 各市 し てい る ,_
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